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３／5（日）の閉校式・梁小お別れ会では、

保護者・地域の皆様に大変お世話になり、あり

がとうございました。

本当の意味での梁小閉校まで残り2週間ばか

りとなりました。「梁小学校だより」も今月号

が最終となります。長い間、ご覧いただきあり

がとうございました。

また、3/31をもって本校職員１５名全員が

梁小を離任することになります。私たちにとっ

て梁小に勤務できたことは何よりの喜びであ

り、誇りとするところです。保護者の皆様、地

域の皆様に心より御礼を申し上げます。

◇６年生に感謝する会 ２月１４日（火）
今年度、最

高学年として、

リーダーシッ

プを発揮し、

梁小学校を見

事に引っ張っ

てきてくれた6年

生に対し、5年生

が中心となって企

画・運営をし、感

謝の気持ちを伝え

る会を実施しまし

た。

伝統となってい

る「梁レンジャー」

もしっかりと5年生に受け継がれ、伝言ゲーム

や校内ウォークラリーで楽しい時間を過ごすこ

とができました。

４月からも同じ学校とはいえ、校舎等が違っ

たり、登校班でなくなったりするため、これま

でのように接する機会は減るものと思います。

それでも６年生には梁の後輩達を気にかけて

もらいたいと願っています。５年生には前期課

程の最上級生として頑張ってもらいたいと思い

ます。

◇絹義務教育学校校歌（３年）

２月１５日（水）

絹義務教育学校の校歌を作詞された大塩宗

里先生（元絹中校長）、作曲された鹿谷美緒子

先生（作曲家・東京在住）が来校されました。

これは実際に新しい校歌を子どもたちが歌う

のを聴いてから

最終決定をした

いという鹿谷先

生のご要望によ

るものでした。

３年生が歌う

のを聴いてもら

いましたが、とても元気な歌声に大塩先生・鹿

谷先生も大変満足され、お褒めの言葉をたくさ

んいただきました。１～９年生までが歌うこと

を念頭に作詞・作曲をお願いしました。作詞で

は、絹の自然や歴史、各校の現在の歌詞の一部

も盛り込んでいただき、作曲では、明るくはつ

らつとした曲調となっています。

４月１０日（月）の絹義務教育学校の開校式

でお披露目されます。一足先にお聴きになりた

い場合、３年生にお声かけください。

◇栃木県民球団『ゴールデン・ブレーブス』

野球教室 ２月２１日（火）

４月から始まる野球の

独立リーグ、ＢＣリーグ

に参戦する栃木県初のプ

ロ野球チーム『ゴールデ

ンブレーブス』の監督・

選手・スタッフが来校し、

子どもたちにボールの投

げ方について指導してい

ただいたり、一緒に給食

を食べたりしていただき

ました。

野球教室では、辻監督（元福岡ソフトバンク

所属の選手）が中心となり、より遠くに、正確



に投げるコツを教えていただきました。体重移

動・バランスの取り方などを低学年の子にも分

かりやすい言葉で、テンポよく教えてくれまし

た。ユーモアもあり、子どもたちは集中して満

面の笑みで取り組んでいました。

ゴールデンブレーブスは、４月から閉校とな

る梁小を小山市から借用して、体育館でのバッ

ティング練習や、教室での筋力トレーニング等

を行う予定です。

子どもたちも監督や選手達と直接ふれ合い、

親しみを持つことができました。梁地区と関わ

りの深いチームとして、応援をしていただけた

らと思います。

◇閉校式・梁小お別れ会 ３月５日（日）
１３５年の歴史に幕を下ろす「閉校式」と「梁

小お別れ会」。「感謝」「感動」「笑顔」をキーワー

ドに計画・準備・練習を進め、当日を迎えまし

た。

閉校式は厳粛な雰

囲気の中、子どもた

ちは集中して臨み、

残り３回しか歌えな

い校歌を胸を張って

元気に歌い上げまし

た。児童代表の感謝

の言葉では、６年岩渕理央さんが、原稿を持た

ずに、見事に梁小と梁小を支えてきてくれた方

々への感謝の言葉と、４月からの絹義務教育学

校での抱負を堂々と発表し、感銘深い式典をな

りました。

その後行われた「梁小お別れ会」では、はじ

めに学年発表で地域や保護者への「感謝」、ユ

ーモアの中に「笑顔」、そして絹義務教育学校

での新しい生活に対する「希望」を表現しまし

た。次の最後の梁小音頭の発表では、お囃子ボ

ランティアの方々とのコラボ演奏を行い、参加

者の手拍子が鳴り響く中、一体感を生み出すこ

とができました。

華やかな演奏の後に行われた「伝統の火の引

き継ぎ式」では、会場全体が闇に包まれ、静ま

りかえる中、幻想的な光が次々と輝き出す演出

にさらに感動が高まりました。

１３５年の歩みを振り返るスライドショーに

続き、フィナーレを飾る児童の「呼びかけと嵐

バージョンのふるさと」＆会場全体での「ふる

さと」（文科省唱歌）の合唱。子どもたちの心

が指揮・伴奏に乗り、会場の参加者にしっかり

と届いたと確信しました。そして最後の会場全

体での「ふるさと」の合唱では、ステージ上か

ら参加された方々を見渡しましたが、あちらこ

ちらでハンカチを手にし涙をぬぐっている姿が

見られ、梁小がなくなることを会場全体で惜し

んでいることを実感し、私も涙腺が緩みました。

お別れ会終了後、会場を後にされる方々から

「心から感動しました」「すばらしい子どもたちです

ね」「先生方の御苦労に感謝します」といった声を

たくさんいただきました。

午後の親子

バルーン・リ

リースも多く

のボランティ

アの皆様の御

協力により準

備も整い、児

童代表の６年

野澤広樹さんのあいさつに続くカウントダウン

に合わせ、色とりどりの風船が一斉に放ちまし

た。たくさんの風船が青空に舞い上がる様は、

まさに閉校式・梁小お別れ会を締めくくるにふ

さわしいものでした。７日（火）には、風船を

拾われた茨城県茨城町（梁小から約６０ｋｍ）

の女性から心温まるお便りをいただきました。

保護者・地域・卒業生の皆様のこれまでの御

支援・御協力に心より感謝申し上げます。

３月１日付けで各

戸に配付した閉校記

念誌並びにＤＶＤの中に、本校のものでない画

像が数枚含まれていました。記念誌作成を依頼

した業者に本校のアルバムを預けましたが、画

像としてデータ化した際に他校の画像を紛れ込

ませてしまったことによるものです。学校とし

ても最終確認しましたが、把握できず申し訳ご

ざいませんでした。心よりお詫び申し上げます。


